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「
長
崎
さ
る
く
博
　
」
以
降
の
観
光

振
興
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

さ
る
く
博
以
降
も
、
本
市
を
「
さ
る

く
ま
ち
」
と
し
て
、
広
く
国
内
外
に
定
着
さ

せ
る
た
め
、
庁
内
に
「
さ
る
く
観
光
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
ガ
イ
ド

の
育
成
や
派
遣
の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

あ
わ
せ
て
、
合
併
地
区
の
自
然
等
の
豊
か

な
観
光
資
源
、
出
島
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物

館
、
女
神
大
橋
な
ど
の
新
し
い
素
材
を
活
か

し
た
新
長
崎
市
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
行

い
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
媒
体
を
活
用
し
て
効

果
的
な
観
光
情
報
の
発
信
に
努
め
る
と
と
も

に
、
国
内
観
光
客
は
も
と
よ
り
ア
ジ
ア
観
光

客
の
効
果
的
な
誘
致
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

具
体
的
な
観
光
振
興
策
に
つ
い
て
は
、
さ

る
く
観
光
の
定
着
を
一
つ
の
大
き
な
柱
と
し

て
、
長
崎
ラ
ン
タ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
長

崎
帆
船
ま
つ
り
、
の
も
ざ
き
水
仙
ま
つ
り
、

夜
景
観
光
推
進
事
業
等
の
既
存
施
策
と
の
効

果
的
な
融
合
を
図
る
中
で
構
築
し
て
い
き
た

い
。

教
育
改
革
の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

国
で
は
、
教
育
改
革
に
向
け
、
教

育
基
本
法
の
改
正
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
審
議

を
行
う
と
と
も
に
、
本
年
１
月
に
は
「
教
育

改
革
の
た
め
の
重
点
行
動
計
画
」
を
取
り
ま

と
め
、
公
表
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
に
お
い
て
も
、
本

市
教
育
の
あ
り
方
を
明
確
に
し
、
独
自
の
教

育
を
展
開
す
る
た
め
、「
長
崎
市
教
育
振
興

計
画
」
を
策
定
中
で
あ
る
。
現
在
、
有
識
者

で
組
織
す
る
「
長
崎
市
教
育
振
興
計
画
懇
話

会
」
を
設
置
し
、
計
画
の
素
案
を
ま
と
め
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
等
で
各
方
面
か
ら
の
意
見
を
募
り
、

本
年
秋
頃
に
は
策
定
し
た
計
画
を
市
民
に
公

表
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
と
も
、
国
の
教
育
改
革
の
進
捗
状
況

を
見
守
る
と
と
も
に
、
豊
か
な
心
を
育
み
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
自
分
ら
し
く
生
き
ぬ
く
長

崎
人
の
育
成
を
図
る
た
め
、
さ
ら
な
る
教
育

改
革
の
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

行
政
セ
ン
タ
ー
の
空
き
室
利
用
に
つ

い
て
、
現
在
の
検
討
状
況
を
伺
い
た
い
。

行
政
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
住
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
観
点
か

ら
、
執
務
室
を
極
力
ワ
ン
フ
ロ
ア
化
し
た
こ

と
も
あ
り
、
合
併
時
点
に
お
い
て
、
昨
年
１

月
に
合
併
し
た
６
町
で
52
室
、
本
年
１
月
に

合
併
し
た
旧
琴
海
町
で
４
室
、
計
56
室
の
空

き
室
が
発
生
し
た
。
そ
こ
で
、
財
産
を
有
効

活
用
し
、
合
併
地
区
の
地
域
振
興
を
図
る
た

め
、
そ
の
活
用
に
つ
い
て
各
地
域
審
議
会
の

意
見
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

主
な
も
の
と
し
て
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
や
児
童
館
等
を
設
置
す
る
と
い
う
意
見

や
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
商
工
会
等
公
共
的
団
体

の
事
務
所
へ
貸
し
出
す
と
い
う
意
見
、
郷
土

資
料
館
を
整
備
す
る
と
い
う
意
見
な
ど
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
庁
舎

等
行
政
財
産
の
民
間
へ
の
貸
し
出
し
が
可
能

と
な
っ
た
た
め
、
今
後
は
、
地
域
審
議
会
か

ら
の
意
見
を
十
分
参
考
に
し
な
が
ら
、
庁
内

に
お
け
る
活
用
の
意
向
調
査
を
も
と
に
検
討

を
行
い
、
成
案
と
な
っ
た
も
の
か
ら
実
施
し

て
い
き
た
い
。

通
学
時
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
安
全

対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

児
童
生
徒
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
は
、
本
市
の
重
要
な
課
題
と
認
識
し
、

教
育
委
員
会
と
連
携
し
た
横
断
的
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
教
育
委
員
会
に

お
い
て
、
学
校
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
危
機
管
理
体
制
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
子
ど
も
へ
の
安
全
教
育
・
安
全
指

導
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
全
小

学
校
区
に
「
小
学
校
区
子
ど
も
を
守
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
立
ち
上
げ
、
保
護
者
と
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
巡
回
活
動
を
行
い
、
こ
れ

に
よ
り
発
見
さ
れ
た
危
険
箇
所
に
つ
い
て

は
、
こ
ど
も
部
で
報
告
を
受
け
、
担
当
部
局

に
て
改
善
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
防
犯
ブ
ザ
ー
に
つ
い
て
は
、
昨
年

６
月
３
日
時
点
で
、
小
学
校
で
は
78
・
３
％

の
児
童
が
、
中
学
校
で
は
34
・
６
％
の
生
徒

が
所
持
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
、
小
学
校
で

は
54
％
、
中
学
校
で
は
45
・
６
％
が
、
市
か

ら
の
貸
与
を
受
け
て
い
る
。
防
犯
ブ
ザ
ー
は
、

子
ど
も
た
ち
を
不
審
者
か
ら
守
る
の
に
有
効

で
あ
る
た
め
、
今
後
も
そ
の
普
及
・
啓
発
に

努
め
た
い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
指
導
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

消
防
法
改
正
に
よ
り
、
本
年
６

消
防
局
長

議
員

こ
ど
も
部
長

議
員

地
域
行
政
部
長

議
員

教
育
長

議
員

市
長

議
員

民
主
・
市
民
ク
ラ
ブ

一
般
質
問（
個
人
質
問
）

6
月
定
例
会
で
は
、
6
月
8
日
・
9

日
・
１２
日
・
１３
日
の
4
日
間
に
わ
た
っ

て
、
市
政
一
般
質
問
（
２０
人
）
が
行
わ

れ
、
当
面
す
る
市
政
の
重
要
課
題
に
つ

い
て
活
発
な
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
個
人
質
問
で
は
、
会
派
ご
と
に

一
議
員
1
項
目
ず
つ
計
２０
項
目
を
掲
載

し
て
お
り
ま
す
。

●
児
童
生
徒
の
安
全
対
策

●
教
育
改
革

●
行
政
セ
ン
タ
ー
の
空
き
室
利
用

自
由
民
主
党

●
観
光
振
興
策

●
住
宅
用
火
災
警
報
器
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